














































































































































































































































































































































































































































































Hankeによって出版された「Aristotle and the American Indians A Study in 
Race Prejud ice in the Modern World」の訳です。訳者は佐々木昭夫，この
論争は，人権問題（差別）をヨーロッパ世界に提起したものでした。
６） 『コロンブス航海誌』の原本は未だ発見されていません。現存する「航海誌」は，
扉に附されているようにラスカサスが要約したものです。「これは，ドン・ク
リストーバル・コロン提督がインディアス発見した航海のたどった途の記録
を要約したものである」。この一文の引用は，『コロンブス航海誌』林屋永吉
訳　岩波書店　1977を用いました。
７）現在『インディアスの破壊について…』の日本訳は，２種類あります。染田
秀藤訳『インディアスの破壊についての簡潔な報告』（岩波文庫　1976年）と
石原保徳訳『インディアス破壊を弾劾する簡略なる陳述』（現代企画室　
1987）この一文では染田訳を主に使い石原訳は年譜等を参照しました。
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